
金沢八景は山や海など豊かな自然が街全体に広
がっている。また、かつて景勝地として栄えて
いた過去があり、歴史的な神社仏閣・遺跡、言
い伝えが残っている。

a. 金沢八景の “自然性” と “歴史性”

金沢八景は歌川広重の描いた「金沢八景」の他
に八景島や海の公園などの観光資源が豊富なた
め、観光客が訪れやすい場所になっている。

b. 豊富な観光資源

観光の場学生の場

歴史の場 サイクルロード

一、瀬戸秋月 二、小泉夜雨 四、乙舳帰帆三、称名晩鐘 六、野島夕照五、洲崎晴嵐 八、平潟落雁七、内川暮雪
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サイクルポート

野島公園

風景を切り取る

観光案内所

サイクルポート

風景を切り取る

琵琶島神社

公衆トイレ

サイクルポート
海の公園

風景を切り取る

サイクルポート

乗船案内所風景を切り取る

公衆トイレ

サイクルポート

風景を切り取る

サイクルポート

木漏れ日遊具

内川公園

風景を切り取る

手子神社

風景を切り取る

サイクルポート

バス待合所

サイクルポート

木漏れ日遊具

金沢八幡公園

風景を切り取る

金沢八景駅から一番近いこのエリアは、観光客の旅のスタート地点となる。案内所で街のスポッ
トを聞いた後は、自転車を借りて自然と歴史を体感する八景のサイクリングを楽しむのだろう。

野島公園に隣接するエリア。名前の通り、歌川広重の浮世絵でも数多く登場する野島を一望でき
る場所。周辺に住んでいる住人から創学館高校、関東学院大学の学生など幅広い人達が利用する。

海の公園に隣接するエリア。八景島や海の公園といった金沢八景のレジャーが集まるこの場所には
観光客が移動手段としてサイクルポートを利用する。夕陽に照らされる東京湾は絶景の一つである。

既存の乗船所を併設したこのエリアは、水上の移動手段として機能する。陸の観光で体を動かし
満足した後は、海の上からのんびり八景を楽しむのはどうだろうか。

平潟湾の中腹に位置するエリア。観光客はここで一息トイレ休憩を。周りには住宅地が広がって
おり、地元住人は近くのスーパーへ買い物に行く際に自転車を利用することも。

内川公園内に隣接するエリア。鷹取山を切り取る為、高さのあるこの建築は子供たちの遊び場と
しても使われる。隣にある関東学院大学の学生が通学時にサイクルポートを利用することも。

金沢八景にゆかりのある手子神社に隣接するエリア。既存のバス停を建築に取り入れ地元住人の
移動手段の利便性向上を担う。意匠は古くから残る手子神社を敬うデザインとなっている。

金沢八幡公園に隣接するエリア。地元の子供たちの遊び場となっている。金沢八幡神社へ訪れる
観光客もサイクルポートを利用する。遠方の称名寺を切り取る為、高さのある建築となっている。

道路沿いからサイクルポートとフレームへ引き込む。

サイクルポート

野島と干潟を望む。

GL-1000

海に面したウォーキングルートに佇む。
周辺にはトイレがない為小休憩などで利用できる。

トイレ

サイクルロードと
集約拠点となる建築を
組み込むことで
「場のポテンシャル」を
活かした憩いの場を創出する。

サイクルポート

野島と夕照橋を望む。

野島公園からの人々を引き込む。

近くにある関東学院大学の生徒が
移動手段として利用する。

野島公園

近くにある関東学院大学の生徒が移動手段として利用する。

GL+1500

GL+3000

GL+4500

GL+6000

高取山を望む。

内川公園

国道16号線から観光客が訪れる。

公園と一体化することで人々が気軽に
立ち寄れる拠点となる。

サイクルポート

トイレ

東京湾から野島を望む。

八景島シーパラダイスか
らの観光客が訪れる。

海の公園を散歩してる地域住民が訪れる。

八景島駅から訪れた人が
自転車に乗り換える。

サイクルポート
待合室

バス停

手子神社

既存のバス停を計画敷地に引き込
み交通渋滞の緩和を促す。

八景の中で唯一当時の風景が残っていない場所。
長く伸びた屋根が消失点を作りだし、
歌川広重が描いた八景絵図のような一直線のパースを作り出す。

サイクルポート GL+1500

GL+3000
GL+4500

GL+6000

金沢山（称名寺）を望む。公園と一体化することで人々が気
軽に立ち寄れる拠点となる。

金沢八幡公園

サイクルポート

船着場
GL-2800

洲崎公園

平潟湾の海岸線を望む。
洲崎公園と緩やかにつながる広場空間。

既存の船着場を取り入れることで、
自転車から船へと金沢八景の魅力を味わうことができる。

サイクルポート

金沢八景駅方面へ向かう。

琵琶島神社からの参拝客
を招き入れる。

観光案内所

琵琶島神社

平潟湾を望む。
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各 SITE にある既存の集約機能と
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建築

金沢八景は、豊かな “自然性” と過去から現代
に紡いできた “歴史性” を持ち、「場の持つポテ
ンシャル」を十分に発揮できる場と考えた。

“自然性” と “歴史性” に建築という要素を加
えることで、多様な人々が集まる “収束性”
が生まれる。

これら 3つの要素が共存することによって場として
の価値が高まり、賑わいが生まれる。

30 年が経ち、駅前の区画整理事業が終了したが、外へ出て行ってしまった人達を取り戻すために、
現在駅前でイベントを行い、町おこしとして外から人を呼び込もう、また 30 年の間に出ていっ
た人を再び呼び戻そうとしている。そこに、私たちは金沢八景における “ハブ” を形成し、金沢
八景の「場の持つポテンシャル」を最大限生かし、多様な人が集まる景勝地として栄えていた過
去の金沢八景を取り戻す。

現在のルート 提案のルート

現在、金沢八景には「健康道づくりルート」という約 13kmのウォーキングルートがある。これを
サイクルロードに変更する。

「健康道づくりルート」と横浜市金沢区の自転車通行空間整備実行計画を重ね合わせ、そこに「金沢
八景」を通るようにサイクルロードを設定した。

変更することによるメリット
・効率の良い観光地巡り
歩きでは一日で周れない「金沢八景」も
自転車にすることで巡ることができる。

・体全体で自然性の体感
自転車の疾走感によって金沢八景の自然
性を歩き以上に体感できる。

■“金沢八景” を巡るサイクルロード

「健康道づくりルート」 「“金沢八景” を巡るサイクルロード」

金沢八景駅の駅前一体の区画整理事業の話が立ち上がった。
発表から着工する予定だった工事が難航し、数年の予定が 30 年かかって完成した。当時、
新しい建物もなかなかできず、当時からある店の経営者は歳を重ねていく。そのため、
地元の経営者、住んでいた人がどんどん外へ出てしまった。

PresentPast

かつて景勝地だった金沢八景を十分に表しているものとして歌川広重の描いた「金沢八景」がある。
その描かれた景色を現代でも感じ取れるようにフレームによって、日常のワンシーン（天候、時間、
人など）を切り取るための装置を設置する。

普段「金沢八景」と意識せずに生活、登校、観光していた人たちがフレームによって切り取られた景
色を「金沢八景」と認識することができる。

野島夕照 称名晩鐘

イ . 伸ばす

ロ . 削ぐ

ハ . 絞る

現在の風景におけるノイズとなる要素を切り取るために、屋根、壁、床の構造を利用し、「見せない」
操作を加える。

屋根に角度や段差を付けることによっ
て、視線を絞り、注視させる。または、
反対に開くことによって全体を見せる。

壁、屋根に対して、穴を開けたり、一
部分を削ったりすることでその場所に
視線を向かせ、それ以外を見せないよ
うにする。

床、屋根、壁を伸ば
して、視線を遮る。

「金沢八景」に対する見せない操作

イ . 伸ばす

ロ . 削ぐ

ハ . 絞る

「金沢八景」は歌川広重によって描かれたものである。広重が描いたようなかつての景
色は埋め立てや再開発により、失われてしまっている。広重が「金沢八景」を描いたということは有
名であるが「金沢八景」の場にはスポットが当たっていないのが現状である。今では街の一部として
日常に埋もれ、人々の記憶には残らなくなってしまっている。

■学生
■旅行客
■地元民

a. “失われた 30 年”

b.「金沢八景」

（図版）神奈川県立金沢文庫

（図版）神奈川県立金沢文庫

歌川広重が描いた「金沢八景」をサイクルポートとして場所性（八景らしさ）を表
現する。サイクルロード内には自転車を置くサイクルポートを設置する。この
ポートの場所として広重が描いた「金沢八景」の８つの場所を選定する。

理由として
１．八景は地域全体に点在している為、バランスよく自転車を供給できる。
２．サイクルポートに “場としての価値” をつける
３．サイクルロード、サイクルポートを通して “収束性” が発揮されやすくなる。
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～景勝地“八景”とサイクルロードによる地域拠点の創出～点、線、面。
01．対象敷地：神奈川県横浜市金沢区 03．コンセプト：“八景” を取り戻す（点） 04．プログラム：サイクルロード（線）02．現在の金沢八景

06．操作１：風景の切り取り 07．操作２：伸ばす、削ぐ、絞る 08．「金沢八景」の切り取り方05．建築提案：場の創出（面）

10．景勝地 “八景” を現代に切り取る。

05．建築提案：場の創出（面）

二、小泉夜雨　S=1/500

一、瀬戸秋月　S=1/500

09．サイクルロードと集約拠点がもたらす効果

五、洲崎晴嵐　S=1/500

四、乙舳帰帆　S=1/500

三、称名晩鐘　S=1/500

八、平潟落雁　S=1/500

七、内川暮雪　S=1/500

六、野島夕照　S=1/500
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（図版） 神奈川県立金沢文庫


